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みんなでとろう 編集委員長  大北 裕Impact Factor
インパクトファクター、GTCSの取り組み

General Thoracic and Cardiovascular Surgery（GTCS）は
日本胸部外科学会、日本呼吸器外科学会のOfficial Journal、日本心臓血管外科学会のAffiliated Journalです

平素よりGTCSには多大なご厚情を賜っておりま
す。皆様のおかげをもちまして2012年度におい

てGTCS閲覧可能な研究機関は世界中に7,615施設を数
え、年間ダウンロード数は増加し38,728件（2010年
19,856件）に達し、本邦以外のダウンロード数は74％
に至りました。現在のGTCSの状況について誌面を拝
借して報告申し上げます。

1.	インパクトファクター（IF）獲得への	
取り組み

予てからの念願であるインパクトファクター（IF）
獲得には未だ至っていません。 本誌の仮IFは

2010年0.457、2012年0.481に留まります。本邦の学
会英文誌のなかで、IFを獲得出来ていない雑誌は
GTCSをはじめほんの少数です。

IFは毎年、Thomson Reuter社の引用文献データベ
ース“Web of Science”に収録された雑誌の平均的な引
用回数を示すものです。Web of Scienceに掲載される
のには、英文誌であること以外に、このデータベース
に認識される必要があります。

IFは決して雑誌の“科学的レベルの高さ”を示すもの
ではありませんが、読者が多く、引用されやすい論文を
沢山掲載するほど高くなります。それ故に、外科系の
雑誌（J Thor Cardiovasc Surg 3.406）より内科系雑誌

（Circulation 14.595、JACC 5.43、Circulation J 3.766）
の方がIFが高いのが通常です。また、JAMAのIF 30.0
を見ても、IFがその雑誌のqualityを示すものではない
ことは確かです。しかしながら、IFが高い雑誌ほど、
読者が多く引用しているのは事実で、雑誌のいわゆる
“格付け”の目安の一つになっています。また個人の業
績を評価する時には、執筆論文のIF総計、IFと当該論
文の引用回数を元に算出されるCitation indexなどが
使われています。

IFの計算方法は先行する2年間に発行された当該雑
誌論文が翌年発刊のIF誌に引用された回数（分子）／
先行する2年間の当該雑誌論文総数（分母）で計算さ
れ、分母にカウントされる論文は、症例報告、ガイド
ライン、 原著、Review、How-to-do-itで、Editorial、
Editorial comment、Images、Letter to the editorはカ
ウントされません。因みにGTCS 2012年の仮IF（0.482）
はGTCS掲載論文が他のIFを有する雑誌に引用された 
のべ回数（150）を2010年と2011年にGTCSに掲載さ
れた論文数（311）で除した値です。

仮に2016年度のIF獲得を目指すとなると、GTCS 
2014、2015年度に被引用度の高いqualityの高い論文を
掲載する必要があります。勝負は今年と来年です。

IFを稼ぐには、既にIFを獲得している雑誌（ほとん
どの英文誌がIFを有しています：J Thorac Cardiovasc 
Surg、Cancer、Ann Thorac Surg、Eur J Cardiothorac 
Surg、J Vasc Surg、Circulation、JACC、Circulation J. 
など）に論文を投稿する時にGTCS論文を引用するこ
とが重要です。例えば、introductionやdiscussionの
はじめに、疾患、手術を概説するとき、日本での胸部
外科手術の趨勢をGTCSのAnnual report（Amano et 
al. Thoracic and Cardiovascular Surgery in Japan 

during 2011. Gen Thorac Cardiovasc Surg 2013; 61: 
578-607）を引用して概説するように心懸けて下さい。
また、2000年度から開始した5年ごとの集計、数井委
員会や坂田委員会の結果（Sakata et al, Hospital vol-
ume and outcomes of cardiothoracic surgery in Ja-
pan: 2005–2009 national survey. Gen Thorac Cardio-
vasc Surg 2012; 60: 625–638）を引用して下さい。呼
吸器外科領域のJapanese registry（Oto et al., Registry 
of the Japanese society of lung and heart–lung trans-
plantation: the official Japanese lung transplantation 
report 2012. Gen Thorac Cardiovasc Surgery 2013; 61: 
208-211） を 論 文 の introduction に お 使 い 下 さ い。
GTCSが他誌にもっとも引用されている論文はReview
とAnnual reportですが、皆様には、今後一層の優れ
た論文の本誌への投稿とともに、IFを有する他の学術
誌への投稿時、GTCS掲載論文の積極的な引用をお願
い申し上げます。100人の会員がGTCS論文をこの2年
間に1回引用することにより、仮IFは0.3上昇し、0.70
となります。GTCSの2012－2013年の分母は約300で
すので、2014年発行のIF取得済みの他誌論文に300回
GTCS論文を引用していただくとIF＝１となります。

また、 評議員各位が本邦の英文誌Surgery today、
Circulation Journal、 Cancer Science、 International 
Journal of Clinical Oncology、Annals of Thoracic and 
Cardiovascular Surgeryなどや海外誌の査読をお務め
になるときに、GTCS論文の引用をお奨め頂くようお
願い申し上げます。この件につきましてはWeb上の
content service、on-line manualなど、一層の充実を
図ってゆく所存ですし、会員各位にも学術会議、会誌、
HP、JATS newsを通して周知致します。

誤解のなきように申し上げますが、現在のところ、
IFが付いていないGTCS論文をご執筆のGTCS投稿用論
文に引用されても、GTCS IF獲得には寄与しません。
GTCS IF獲得の暁には是非ともGTCS論文を引用して頂
くようお願い申し上げます。また、過去（2011年以前）
のGTCS論文を引用されても2014年以降のIFには寄与
しませんので御注意願います。

一方で、GTCS編集委員会ではIF算出の分母となる
論文数を可及的に減らすため、 現在、 症例報告や
How-to-do-it論文の採択率を30％以下に制限していま
す。勿論、優秀な論文はその限りではありませんが、
皆様にご不便をおかけしているやも知れませんが、ご
理解頂きたいと存じます。qualityの高い、被引用度
が高い論文を投稿頂き掲載することがGTCS発展の第
一義でありますが、比較的被引用度の高い論文は、
Annual report、Registry report、review論文です。2013
年 に ご 執 筆 頂 い た Invited Review Article は 35 篇 で、
2012年の23篇と比較すると順調に増加しています。
会員の皆様には、今後もご執筆を願いすることになろ
うかと思いますが、その折には何卒宜しくお願い申し
上げます。また、例年行っている定期学術集会の座長
からの推薦優秀演題の演者を対象とした投稿を勧誘さ
せて頂いており、これらにも通常と同じ審査方針とし
ています。本誌が推薦し、ご投稿頂いたのにも拘わら
ず、Rejectとなることもあり、ご不興を被っています
が、今後、審査の具体的なprocessを綿密にfeedback

することでお許し願いたいと存じます。

2.	GTCS	出版の迅速化

2012年からGTCSはon-line first方式を導入し、迅速
な出版、カラーページ掲載（オンライン版のみ）、

PDF、HTML版でのダウンロードが可能となっていま
す。本誌へご投稿の際には是非とも鮮明なカラー図表
をお使い下さい。カラー印刷には別途料金が必要です
が、オンライン版掲載は無料です。

Case ReportのAccept率は30％を目指しています
が、現時点では43％で、2013年1月~7月は49％、新
審査方針が開始した8月以降は31％となっています。
Case report掲載数は2013年度48篇（2012年：110篇）
と大幅に減少しました。

2013年度の投稿受付からAcceptまでの平均所要期
間は著者への改訂期間を含まない平均審査期間は
Accept論文75.7日、Reject論文32.9日で改訂期間を含
ん だ 場 合 の 平 均 審 査 期 間 は Accept 論 文 104.9 日、
Reject論文36.5日と他誌と比較しても良好です。一方、
AcceptからOnline First掲載までの平均所要期間は16
日で、冊子掲載までの平均所要期間はOriginal Article / 
Case Reportは258日と短縮傾向でありますが、依然と
して長時間です。

3.	GTCS	web化、送本中止について

GTCSは2012年4月からオンラインジャーナルを開
始し、十分に活用いただけるようになりました。

このことを受けて、日本胸部外科学会は従来、各会員
のもとへ郵送していましたGTCSの送本中止を検討し、
各会員に二度のアンケート（2012年10月、2013年1月）
を実施し、2013年10月、第66回日本胸部外科学会評
議員会、総会にて承認をいただきました。つきまして
は、2014年1月号に同封の解答用紙にて会員皆様の
GTCS配本停止のご意向をお伺いいたしました。

*  対象はGTCS（英文誌）のみで、学術集会プログラム、
JATS newsは今まで通り全員に送本されます。

* GTCS送本要を申し出られた方のみ、送本いたします。
* GTCS送本不要でも、年会費に変更はありません。

この結果を受けて、希望する会員数をもとに具体的
な発行部数を2014年2月末までに決定することとなり
ました。

以上、GTCSが真の国際誌と評価されるべく、会員
の皆様におかれましては、今後一層のご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

大北 裕
（神戸大学心臓血管外科）
神戸大学1978年卒業、以後、天理よ
ろづ相談所病院、国立循環器センター
を経て1999年から現職。
留 学 歴：National Heart Hospital & 
Harley Street Clinic（UK）、University 
of Alabama at Birmingham（USA）。
趣味：ラグビー場で吠えること
好きな言葉：“前へ！”
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楽しい第２の人生楽しい第２の人生
相澤病院呼吸器外科顧問　北野 司久

私
は
呼
吸
器
外
科
専
門
医
、

同
指
導
医
、
同
特
別
会
員
、
呼

吸
器
学
会
（
呼
吸
器
外
科
系
）

認
定
医
、
同
指
導
医
、
同
特
別

会
員
、
呼
吸
器
内
視
鏡
学
会
専

門
医
、
同
指
導
医
、
特
別
会
員
、

胸
部
外
科
学
会
認
定
医
な
ど
の

資
格
を
も
つ
者
で
す
。
20
年
余

り
務
め
た
総
合
病
院
を
定
年
退

職
し
た
後
、
癌
拠
点
病
院
に
手

を
挙
げ
た
現
在
の
病
院
に
乞
わ

れ
て
第
二
の
人
生
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

仕
事
は
呼
吸
器
外
科
の
セ
ッ

ト
ア
ッ
プ
で
、
こ
れ
ま
で
は
消

化
器
外
科
の
片
手
間
に
肺
の
小

手
術
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

若
い
外
科
医
（
呼
吸
器
外
科
専

門
医
の
資
格
な
し
）を
相
手
に
、

肺
の
手
術
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
彼
は
呼
吸
器
外
科
専

門
医
の
資
格
を
修
得
し
ま
し

た
。
現
在
、
3
人
の
専
門
医
が

揃
い
ま
し
た
。

私
が
松
本
市
の
病
院
を
選
ん

だ
理
由
は
、
信
州
の
山
が
好
き

だ
か
ら
で
す
。
上
高
地
で
開
催

さ
れ
た
医
学
生
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
（
昭
和
34
年
信
大
医
学
部
担

当
）に
参
加
し
た
の
が
動
機
で
、

学
生
時
代
に
表
銀
座
（
燕
岳
→

槍
ガ
岳
）・
裏
銀
座
（
鳥
帽
子

岳
→
槍
ガ
岳
）
コ
ー
ス
を
登
り

ま
し
た
。
最
近
は
登
山
よ
り
も

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
、
里
山
風
景

の
写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
お
り

ま
す
。

作
品
は
、
松
本
医
師
会
の
写

真
展
に
毎
年
出
品
し
て
入
選
し

て
お
り
、
平
成
24
年
度
は
最
優

秀
賞
を
と
り
ま
し
た
。
普
段
肉

眼
で
見
る
風
景
も
、
レ
ン
ズ
を

通
し
て
見
る
と
、
そ
の
息
吹
が

聞
こ
え
ま
す
。
ま
た
、
水
辺
の

玉
ボ
ッ
チ
撮
影
に
は
、
日
差
し

の
刺
入
角
が
重
要
な
因
子
に
な

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
を
カ
メ
ラ

で
解
消
し
て
い
る
現
況
で
す
。

そ
の
他
の
解
消
法
は
全
身
に

汗
を
か
く
こ
と
で
、
関
西
に
い

た
頃
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に

入
会
し
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

地
域
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
走
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
平

成
24
年
度
の
第
51
回
山
田
杯
マ

ラ
ソ
ン
大
会
（
安
曇
野
）
に
参

加
し
ま
し
た
が
、
50
回
と
言
う

歴
史
を
持
つ
こ
の
大
会
も
今
回

で
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
ジ
ョ

ガ
ー
人
口
が
減
少
し
た
か
ら

で
、惜
寂
の
念
に
駆
ら
れ
ま
す
。

時
間
が
あ
る
時
は
、
朝
の
散

歩
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
歩
い

て
20
分
の
と
こ
ろ
に
、国
宝「
松

本
城
」（
写
真
①
）
が
あ
っ
て

環
境
も
良
く
、
お
堀
に
は
白
鳥

や
鴨
が
お
り
、
カ
ワ
セ
ミ
も
有

名
で
す
。
石
垣
に
ジ
ッ
と
し
て

い
た
カ
ワ
セ
ミ
が
突
然
水
中
に

飛
び
込
み
、
戻
っ
て
来
た
時
は

魚
を
く
わ
え
て
い
ま
す
。
上
手

な
漁
師
で
す
。
こ
の
シ
ー
ン
を

見
る
た
め
に
、
カ
ワ
セ
ミ
の
朝

食
の
時
間
（
7
時
こ
ろ
）
に
、

双
眼
鏡
や
カ
メ
ラ
を
手
に
し
た

人
た
ち
が
堀
端
に
集
ま
っ
て
来

ま
す
。
集
団
が
あ
れ
ば
鳥
が
い

る
と
言
う
こ
と
で
、
私
も
集
団

に
加
わ
り
ま
す
。

信
州
に
は
、
祖
先
神
や
自
然

神
を
崇
拝
す
る
民
間
信
仰
の
浸

透
が
普
及
し
て
い
ま
す
。
穂
高

神
社
・
諏
訪
神
社
が
歴
史
的
に

有
名
で
、
次
の
よ
う
な
神
社
祭

や
御
柱
祭
な
ど
が
有
り
ま
す
。

穂
高
神
社
祭
：
7
年
目
毎
に

３
個
の
小
神
殿
を
新
築
し
、
深

夜
に
御
霊
を
新
し
い
神
殿
に
移

す
お
祭
り
が
有
名
で
、
神
社
の

奥
の
院
は
遠
く
、
上
高
地
の
奥

の
明
神
池
に
あ
り
ま
す
。
昔
は

広
大
な
領
地
を
所
有
し
て
い
た

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

御
柱
祭
：
四
柱
神
社
の
形
態

を
と
っ
て
い
る
の
で
、
神
社
に

は
4
本
の
柱
が
必
要
で
、
こ
れ

を
山
か
ら
切
り
出
し
て
き
ま

す
。
住
民
が
掛
け
声
や
木
遣
歌

を
歌
い
な
が
ら
綱
を
曳
い
て
、

各
神
社
に
向
か
い
ま
す
。
そ
し

て
、
４
隅
に
柱
を
立
て
る
お
祭

り
で
す
。

御
神
渡
り
：
諏
訪
湖
が
凍
結

し
て
で
き
る
氷
の
亀
裂
を
「
神

の
跡
」
と
し
て
鑑
定
す
る
拝
観

式
が
、
諏
訪
神
社
の
宮
司
に
よ

っ
て
行
わ
れ
て
、
そ
の
年
の
世

相
と
作
柄
を
占
う
も
の
で
す
。

毎
冬
に
凍
結
し
た
湖
上
で
行
わ

れ
る
古
式
ゆ
か
し
い
神
事
で

す
。ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
ダ
ス
ト
：
貝

殻
を
粉
に
し
た
よ
う
に
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
く
雪
の
結
晶
の
こ
と

で
、
零
下
10
度
を
切
る
と
発
生

す
る
よ
う
で
す
。
私
の
初
体
験

は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
時
代
（
１

９
６
９
～
７
２
年
）
の
冬
季
で

し
た
。
Ｘ-

ｍ
ａ
ｓ
パ
ー
テ
イ

に
参
加
す
る
た
め
に
、
車
を
降

り
て
友
人
宅
を
探
し
て
い
た

ら
、
息
子
（
幼
稚
園
）
が
寒
さ

で
歩
け
な
く
な
り
、
慌
て
て
車

に
戻
り
、
親
爺
だ
け
で
探
し
て

見
つ
け
、
無
事
に
家
族
皆
が
ゴ

ー
ル
イ
ン
で
き
ま
し
た
。
こ
の

厳
寒
の
夜
を
思
い
出
し
ま
す
。

信
州
の
高
原
に
も
、
こ
れ
が
あ

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

霧
氷
・
樹
氷
・
川
霧
・
池
霧
：

信
州
の
寒
さ
を
表
示
す
る
指
標

の
楽
し
い
風
物
詩
で
す
。
降
る

雪
も
、ボ
タ
ン
雪
で
は
な
く
て
、

粉
雪
で
軽
く
、
強
い
風
に
よ
っ

て
深
い
雪
だ
ま
り
が
出
来
ま

す
。
駐
車
場
で
は
注
意
す
る
必

要
が
あ
り
、
自
宅
前
の
除
雪
は

ス
コ
ッ
プ
で
搔
く
の
で
は
な
く

て
、
箒
で
掃
く
感
じ
で
す
。
夜

に
降
っ
た
雪
は
、
各
家
が
早
朝

に
除
雪
す
る
習
慣
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

冬
鳥
の
代
表
格
の
コ
ハ
ク
チ

ョ
ウ
（
写
真
②
）：
私
が
毎
冬

に
待
っ
て
い
る
鳥
で
、
11
月
下

旬
こ
ろ
に
渡
来
し
、
3
月
中
旬

こ
ろ
に
北
帰
行
と
な
る
。
初
飛

来
が
あ
る
と
、
新
聞
に
写
真
が

掲
載
さ
れ
る
の
で
、
私
の
写
真

撮
影
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
カ

メ
ラ
と
三
脚
を
抱
え
て
、
犀
川

に
あ
る
白
鳥
湖
や
御
殿
田
池
に

出
か
け
ま
す
。
私
の
コ
ハ
ク
チ

ョ
ウ
熱
は
、
滋
賀
県
に
勤
務
地

が
あ
っ
た
頃
か
ら
初
症
し
、
琵

琶
湖
東
岸
の
湖
北
町
～
草
津
市

に
か
け
て
車
を
飛
ば
し
て
い
っ

た
10
年
余
の
経
歴
が
あ
り
ま

す
。
琵
琶
湖
で
は
20
～
30
羽
の

二
桁
で
し
た
が
、
信
州
の
犀
川

で
は
多
く
て
三
桁
の
数
に
な
り

ま
す
。
早
朝
に
、
ね
ぐ
ら
か
ら

餌
場
に
飛
ぶ
シ
ー
ン
を
撮
る
の

が
目
的
で
す
。
同
好
の
士
の
カ

メ
ラ
マ
ン
が
集
ま
っ
て
来
ま

す
。
こ
の
時
に
撮
っ
た
躍
動
感

の
あ
る
写
真
を
、
今
年
の
年
賀

状
に
選
び
ま
し
た
。

女
子
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
の

小
平
奈
緒
：
相
澤
病
院
の
マ
ス

コ
ッ
ト
ガ
ー
ル
で
、
５
０
０
、

１
０
０
０
、
１
５
０
０
ｍ
が
得

意
種
目
で
、
平
成
24
年
度
の
ス

ピ
ー
ド
ス
ケ

ー
ト
選
手
権

大
会
に
大
会

新
で
二
連
覇

し
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
自

分
で
作
っ
た

大
会
記
録
を

更
新
し
た
訳

で
、
ス
ピ
ー

ド
ス
ケ
ー
ト

界
の
女
王
と

言
わ
れ
、
今

年
は
体
調
も

良
い
よ
う
で

す
。
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
大
腿
部
も
太
く
な
っ

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

写
真
③
の
ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト

は
、
前
回
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
の
団
体
追
い

抜
き
（
パ
ー
シ
ュ
ー
ト
）
で
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
。
そ
の
時
の
三

人
娘
の
一
人
が
小
平
奈
緒
で
し

た
。
病
院
で
開
催
さ
れ
た
祝
賀

パ
ー
テ
イ
席
上
で
撮
っ
た
写
真

で
す
。
小
柄
で
す
が
若
さ
溢
れ

る
明
る
い
性
格
で
、
職
員
全
員

か
ら
好
か
れ
応
援
さ
れ
て
い
る

彼
女
で
す
。
私
も
熱
烈
な
フ
ア

ン
の
１
人
で
す
。

ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
念

願
の
メ
ダ
ル
を
逃
し
、
５
位
で

し
た
。

一
カ
月
後
の
世
界
選
手
権
大

会
で
は
、
銅
メ
ダ
ル
（
５
０
０

ｍ
）
を
と
り
ま
し
た
。

病
院
の
勤
務
医
と
し
て
の
仕

事
を
は
じ
め
、
趣
味
と
し
て
の

野
鳥
・
里
山
風
景
の
写
真
を
撮

っ
て
楽
し
い
日
常
生
活
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
仕
事
目
標
は｢

大
網

法｣

を
書
く
こ
と
で
す
。

写真②

写真③

写真①
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心
臓
血
管
外
科 

の
未
来
を
創
る

第
２
回 

理
事
会
ニ
ュ
ー
ス

２
０
１
４
年
1
月
21
日
（
火
）
11
：
00
〜
15
：
30

日
本
胸
部
外
科
学
会
第
２
回
理
事
会

伊藤 丈二
（聖路加国際病院 心臓血管外科）

1980年 12月生まれ 33歳
2006年 佐賀医科大学卒業
2006年  倉敷中央病院で初期研修および 

心臓血管外科 後期研修
2011年 聖路加国際病院 心臓血管外科
若手心臓外科医の会 代表世話人
日本心臓血管外科学会U-40 東京支部代表幹事

趣味：ウルトラマラソン
好きな言葉：今を生きる　平静の心

私
は
一
若
手
で
あ
り
、
一
修

練
医
に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
若
手

心
臓
外
科
医
の
会 

代
表
、
日

本
心
臓
血
管
外
科
学
会
Ｕ
─

40

（
以
後
Ｕ
─

40
）
東
京
支
部
代
表

と
い
う
肩
書
か
ら
は
稀
な
境
遇

に
あ
る
若
手
と
言
え
ま
す
。

若
手
心
臓
外
科
医
の
会

（jaycs.jp

）
は
２
０
０
８
年
に

発
足
し
て
以
来
、
主
に
卒
後
15

年
目
ま
で
の
若
手
を
対
象
と
し

て
医
局
、
大
学
、
地
域
の
垣
根

を
越
え
た
横
断
的
な
活
動
を
し

て
参
り
ま
し
た
。
同
世
代
の
若

手
が
一
体
ど
の
よ
う
な
修
練
環

境
に
あ
る
の
か
？
日
本
の
み
な

ら
ず
海
外
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
あ
り
、
ど

う
す
れ
ば
一
流
の
外
科
医
に
な

れ
る
の
か
？
な
ど
若
手
の
日
常

的
疑
問
に
応
え
る
べ
く
し
て
Ｗ

ｅ
ｂ
上
で
情
報
を
共
有
し
、
実

地
で
も
情
報
交
換
、
懇
親
の
場

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
自
ず
と
若
手
間
の
み
な
ら

ず
、
指
導
医
の
諸
先
輩
方
、
医

学
生
と
も
世
代
を
超
え
た
活
発

な
交
流
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
参

加
者
、
関
係
者
の
意
識
を
向
上

さ
せ
た
と
言
う
点
か
ら
は
間
接

的
で
す
が
心
臓
血
管
外
科
の
活

性
化
に
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で

き
た
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
Ｕ
─

40
は
日
本
心
臓

血
管
外
科
学
会
の
満
40
歳
以
下

の
全
会
員
を
構
成
員
と
し
た
公

式
委
員
会
で
あ
り
、
先
の
第
44

回
日
本
心
臓
血
管
外
科
学
会
学

術
集
会
（
２
０
１
４
年
2
月
熊

本
に
て
開
催
）
に
お
い
て
発
足

い
た
し
ま
し
た
。
若
手
の
意
見

集
約
、
学
会
活
動
へ
の
積
極
的

参
加
を
促
す
こ
と
で
学
会
全
体

の
活
動
性
を
上
げ
、
心
臓
血
管

外
科
医
療
へ
貢
献
、
そ
し
て
社

会
へ
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

両
者
は
似
て
非
な
る
も
の
で

あ
り
ま
す
が
、
根
幹
に
あ
る
理

念
は
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
日
本

の
未
来
を
自
分
た
ち
の
手
で
、

そ
し
てAll Japan

で
創
る
！ 

一
流
の
外
科
医
に
成
る
こ
と
が

私
の
夢
で
あ
り
ま
す
が
、
日
本

心
臓
血
管
外
科
領
域
が
ア
ジ
ア

を
そ
し
て
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
く
一
流
の
国

に
な
る
こ
と
も
大
き
な

夢
で
あ
る
と
同
時
に
そ

う
す
る
こ
と
が
我
々
若

手
の
使
命
と
も
感
じ
て

い
ま
す
。
目
の
前
の
患

者
を
救
う
と
共
に
日
本
の
将
来

の
た
め
に
今
自
分
に
何
が
で
き

る
の
か
？
次
世
代
に
何
が
残
せ

る
の
か
？
日
々
、
自
問
自
答
し

て
い
ま
す
。

１
．
各
種
委
員
会
報
告
及
び
協

議
事
項

（
１
）
会
誌
編
集
委
員
会

論
文
投
稿
状
況
、Accept

数
、

Accept

率
、
受
付
か
らAccept

ま

で
の
平
均
所
要
時
間
、O

nline First

掲
載
ま
で
の
期
間
は
２
週
間
、
掲
載

数
状
況
、
Ｉ
Ｆ
取
得
は
２
０
１
６
年

申
請
予
定
、
学
会
誌
送
本
の
件
は
１

月
号
に
送
本
必
要
な
方
の
み
返
信
さ

サ
ン
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
＆
ホ
ー
ル
、
テ

ー
マ
はN

oblesse O
blige

─
先
進

医
療
と
そ
の
検
証
─
、
演
題
募
集
期

間
は
2
月
13
日
（
木
）
～
4
月
15
日

（
火
）
正
午
ま
で
で
今
回
は
募
集
期

間
の
延
長
は
行
な
わ
な
い
、
招
請
講

演
は
約
12
名
、
大
動
脈
外
科
研
究
会

は
本
年
の
み
胸
部
外
科
学
会
の
際
に

開
催
す
る
。

（
５
）
専
門
医
制
度
委
員
会

１
）
本
会
専
門
医
制
度
委
員
会

持
ち
回
り
委
員
会
に
て
検
討
中
の

今
後
の
活
動
方
針
（
以
下
の
項
目
）

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

ａ
）
基
本
領
域
で
あ
る
外
科
専
門

医
と
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
連
携
、
共
有
化
等
に
つ
い
て
、

胸
部
外
科
関
連
学
会
と
し
て
の
意
見

集
約ｂ

）
新
専
門
医
制
度
に
お
け
る
3

分
野
横
断
的
修
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

築
Ｃ
）
専
門
医
資
格
申
請
あ
る
い
は

更
新
に
お
け
る
講
習
会
、
各
種
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
開
催

２
）
心
臓
血
管
外
科
専
門
医
認
定

機
構
機
構
総
会
の
議
事
録
に
基
づ

き
、２
０
１
３
年
度
申
請
結
果
（
新
規
、

更
新
、修
練
指
導
者
）が
報
告
さ
れ
た
。

試
験
委
員
会
委
員
長
及
び
副
委
員
長

が
交
替
と
な
っ
た
。

ま
た
、
心
臓
血
管
外
科
プ
ロ
グ
ラ

ム
整
備
指
針
を
作
成
中
で
あ
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
検
討
内
容
は
、
専

門
医
の
定
義
、
修
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
１

５
０
（
基
幹
施
設
１
５
０
）
を
認
め

る
こ
と
を
目
安
、
基
幹
施
設
の
基
準

が
一
番
の
問
題
（
血
管
外
科
の
施
設

基
準
も
作
成
中
）、
募
集
専
攻
医
の

定
数
（
手
術
数
５
０
０
例
で
1
名
の

専
攻
医
＋
1
名
を
定
員
数
）、
修
練

期
限
は
7
年
、
更
新
条
件
な
ど
で
あ

る
。３

）
呼
吸
器
外
科
専
門
医
合
同
委

員
会専

門
医
申
請
の
認
定
結
果
、
試
験

問
題
の
公
開
と
講
評
、
Ｎ
Ｃ
Ｄ
の
活

用
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
の
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
作
成
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
案
を
検
討
中
で
あ
る
。

４
）
日
本
医
学
会
か
ら
の
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査

が
ん
領
域
に
関
す
る
作
業
部
会
の

れ
る
よ
う
会
員
に
連
絡
し
て
現
在
集

計
中
で
あ
る
、
国
内
寄
贈
会
員
・
国

内
購
読
会
員
及
び
海
外
寄
贈
会
員
へ

の
送
本
の
扱
い
は
継
続
審
議
と
す

る
。

（
２
）
総
合
将
来
計
画
委
員
会

諮
問
事
項
と
し
て
、
3
分
野
の
統

合
学
会
と
し
て
の
本
会
の
あ
り
方
及

び
新
専
門
医
制
度
に
お
け
る
本
会
の

役
割
の
2
点
が
諮
問
さ
れ
た
。

（
３
）
学
術
委
員
会

報
告
事
項

１
）
２
０
１
２
年
集
計
検
証
と
ま

と
め
担
当
の
決
定

回
収
率
は
心
臓
97
％
、
呼
吸
器

96
・
8
％
、
食
道
95
・
2
％
で
、
ま

と
め
は
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
担
当
者
が

執
筆
す
る
。
デ
ー
タ
の
公
開
は
心
臓

88
％
、
肺
92
％
、
食
90
％
、
施
設
名

公
開
は
上
記
回
答
の
う
ち
心
臓

80
％
、
肺
82
％
、
食
83
％
と
昨
年
よ

り
公
開
へ
前
向
き
で
あ
る
。

２
）
２
０
１
３
年
学
術
調
査
票

２
０
１
２
年
に
若
干
の
修
正
を
加

え
、
各
分
野
に
確
認
の
上
、
調
査
票

を
作
成
す
る
。
心
臓
分
野
は
Ｊ
Ａ
Ｃ

Ｖ
Ｓ
Ｄ
、
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｖ
Ｓ
Ｄ
の
デ
ー
タ

を
利
用
、
呼
吸
器
分
野
は
Ｎ
Ｃ
Ｄ
デ

ー
タ
か
ら
学
術
調
査
へ
の
流
用
が
で

き
る
よ
う
調
整
を
行
う
が
、
本
会
学

術
調
査
は
継
続
す
る
。

３
）
学
術
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
た

学
術
研
究

採
択
及
び
条
件
付
き
採
択
公
募
者

に
、個
別
デ
ー
タ
は
渡
せ
な
い
の
で
、

ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
必
要
な
の
か
、

ま
た
デ
ー
タ
加
工
（
例
え
ば
県
別
デ

ー
タ
で
は
な
く
地
区
別
）
費
用
は
自

己
負
担
に
な
る
こ
と
を
連
絡
す
る
。

（
４
）
学
術
集
会
委
員
会

協
議
事
項

１
）
２
０
１
６
年
第
69
回
定
期
学

術
集
会
会
場

当
初
は
10
月
5
日
～
8
日
、
大
阪

開
催
を
予
定
し
て
い
た
が
、
日
本
肺

癌
学
会
他
と
開
催
時
期
が
重
な
る
た

め
、
岡
山
開
催
（
岡
山
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ

ィ
ア
）
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
委
員

会
に
よ
る
持
ち
回
り
審
議
を
行
っ
た

結
果
、
賛
成
多
数
と
な
っ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
理
事
会

に
て
検
討
し
た
結
果
、
第
69
回
に
限

っ
て
例
外
的
な
措
置
と
し
て
認
め
る

こ
と
と
し
た
。

報
告
事
項

１
）
学
術
集
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

他
学
会
を
参
考
に
本
会
学
術
集
会

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
し
、
委
員
会

に
て
持
ち
回
り
審
議
を
行
っ
た
案
が

提
出
さ
れ
た
。
今
後
、
更
に
検
討
を

重
ね
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
）
第
67
回
定
期
学
術
集
会

本
年
9
月
30
日
（
火
）
～
10
月
3

日
（
金
）、
福
岡
国
際
会
議
場
及
び

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
日
本
呼
吸
器
外
科

学
会
と
同
様
の
回
答
を
す
る
こ
と
で

承
認
さ
れ
た
。

（
６
）
研
究
・
教
育
委
員
会

昨
年
の
呼
吸
器
外
科
サ
マ
ー
ス
ク

ー
ル
決
算
書
（
剰
余
金
は
次
年
に
繰

越
し
）
が
報
告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｐ
Ｇ
Ｃ
立
案
に
つ
い
て
は
、

心
臓
で
はbasic

とadvanced

に
分

け
る
方
向
で
の
基
本
案
と
Ａ
Ａ
Ｔ
Ｓ

へ
の
「
感
染
性
心
内
膜
炎
の
外
科
治

療
（basic

）」
の
講
師
依
頼
が
、
呼

吸
器
で
は
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
と

棲
み
分
け
胸
部
でTechnical

な
も

の
を
企
画
す
る
こ
と
や
、
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｔ

Ｓ
へ
の
講
師
依
頼
が
、
食
道
で
は
外

科
に
絞
っ
た
講
演
を
行
う
こ
と
が
報

告
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
た
だ
、
心

臓
分
野
に
お
け
る
2
会
場
で
の
開
催

に
つ
い
て
は
協
議
と
な
り
、
引
き
続

き
検
討
す
る
。

（
７
）
倫
理
・
安
全
管
理
委
員
会

報
告
事
項

１
）
警
察
署
か
ら
の
捜
査
関
係
事

項
照
会
書
へ
の
対
応

Ｖ
Ａ
Ｔ
Ｓ
肺
葉
切
除
時
の
肺
動
脈

損
傷
事
案
に
関
す
る
統
計
資
料
の
提

供
依
頼
が
あ
り
、
日
本
内
視
鏡
外
科

学
会
が
作
成
し
た
内
視
鏡
手
術
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
報
告

を
提
供
し
た
。

２
）
第
67
回
日
本
胸
部
外
科
学
会

学
術
総
会
に
お
け
る
医
療
安
全
講
習

会
胸
部
外
科
領
域
に
お
け
る
倫
理

（
超
高
齢
者
、
障
害
者
、
難
病
患
者

に
対
す
る
外
科
手
術
に
お
け
る
倫

理
）
の
講
演
を
行
う
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
全
般
と
す
る
。

３
）
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
安
全
速
報
（
ブ
ル

ー
レ
タ
ー
）
の
会
員
配
信

月
経
困
難
症
治
療
剤
ヤ
ー
ズ
配
合

薬
に
お
け
る
血
栓
症
の
ブ
ル
ー
レ
タ

ー
に
つ
い
て
、
肺
塞
栓
症
な
ど
胸
部

外
科
関
連
の
重
篤
症
例
と
考
え
ら

れ
、
会
員
各
位
へ
メ
ー
ル
発
信
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
た
。

４
）
日
本
医
療
安
全
調
査
機
構
へ

の
分
担
金
の
拠
出

平
成
26
年
度
分
担
金
依
頼
が
あ

り
、
支
払
う
こ
と
と
し
た
。

５
）
心
臓
血
管
外
科
ラ
イ
ブ
手
術

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
改
訂
版
）作
成
委
員

会
を
2
月
3
日
に
開
催
予
定
で
あ
る
。

（
８
）
広
報（H

om
epage

・Inter-
net

）
委
員
会

N
ew

sletter N
o.23

（
3
月
発
行
）

掲
載
内
容
、N

ew
sletter

及
び

H
om

epage

に
掲
載
す
る
若
手
医
師

や
施
設
便
り
の
記
事
を
募
集
し
て
い

る
こ
と
、
4
月
の
日
本
外
科
学
会
開

催
中
に
委
員
会
を
開
催
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

（
９
）
財
務
委
員
会

職
員
退
職
積
立
金
に
つ
い
て
税
務

上
は
引
当
金
と
な
り
正
味
財
産
が
少

な
く
な
る
会
計
処
理
と
な
る
こ
と
、

会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
構
築
費
用
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
た
。

協
議
事
項
と
し
て
第
66
回
学
術
集

会
の
際
の
Ｐ
Ｇ
Ｃ
費
用
明
細
に
お
け

る
参
加
登
録
受
付
シ
ス
テ
ム
関
連
費

（
高
額
）
に
つ
い
て
、
学
術
集
会
運

営
会
社
か
ら
の
明
細
説
明
文
書
お
よ

び
こ
れ
に
対
す
る
委
員
長
の
意
見
文

書
が
提
出
さ
れ
、
協
議
し
た
。
結
論

と
し
て
、
当
初
は
Ｐ
Ｇ
Ｃ
会
計
の
黒

字
を
想
定
し
、
学
術
集
会
会
計
と
分

け
る
こ
と
に
し
た
が
、
現
実
的
に
Ｐ

Ｇ
Ｃ
会
計
と
学
術
集
会
会
計
を
明
確

に
分
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
今

後
は
一
括
し
て
学
術
集
会
会
計
と
す

る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
今
後
、
Ｐ

Ｇ
Ｃ
参
加
登
録
シ
ス
テ
ム
は
、
専
門

医
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど
に
よ
り
時
間

単
位
で
出
席
管
理
が
必
要
に
な
る
場

合
も
想
定
さ
れ
る
の
で
、
総
務
委
員

会
で
将
来
を
見
据
え
て
再
検
討
す
る
。

２
．
総
務
・
渉
外
委
員
会

２
０
１
６
年
第
69
回
～
２
０
１
８

年
第
71
回
学
術
運
営
会
社
の
選
考
に

つ
い
て
、
第
64
回
～
66
回
ま
で
の
学

術
集
会
運
営
会
社
の
評
価
お
よ
び
各

会
社
の
学
術
集
会
企
画
提
案
書
（
神

戸
・
大
阪
・
東
京
・
北
海
道
）・
予

算
書
に
基
づ
き
、
１
）
２
０
１
３
年

11
月
：
第
1
回
理
事
会
に
お
い
て
書

類
選
考
に
て
5
社
か
ら
2
社
に
絞

り
、
２
）
２
０
１
３
年
12
月
：
第
1

回
総
務
・
渉
外
委
員
会
に
て
2
社
に

よ
る
プ
レ
ゼ
ン
及
び
質
疑
応
答
を
行

い
、
第
2
回
理
事
会
の
際
の
最
終
プ

レ
ゼ
ン
の
た
め
の
改
善
点
な
ど
を
指

示
し
、
３
）
本
日
、
2
社
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
と
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
２
社
に
は
今
回
は
２

年
契
約
と
し
（
２
年
前
に
運
営
会
社

は
決
定
さ
れ
て
い
れ
ば
問
題
は
な

い
）、
会
場
は
岡
山
を
追
加
し
（
大

阪
開
催
か
ら
変
更
の
た
め
）、
再
度
、

収
支
予
算
書
を
作
成
提
出
し
て
も
ら

い
、
次
回
第
３
回
理
事
会
で
決
定
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

３
．
そ
の
他

（
１
）
Ｎ
Ｃ
Ｄ
社
員
総
会

臨
時
社
員
総
会
に
お
い
て
、
役
員

交
代
の
件
、
２
０
１
４
年
収
支
予
算

に
伴
う
今
後
の
安
定
収
入
に
関
す
る

件
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
内
容
は
、
収
支
予
算
で
は
約
１

億
３
、０
０
０
万
円
の
赤
字
で
あ
り
、

毎
年
1
億
５
、
０
０
０
万
円
の
安
定

収
入
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
確
保
案

と
し
て
、
各
学
会
が
会
費
を
毎
年
納

入
、
登
録
施
設
が
登
録
料
を
毎
年
納

入
、
厚
生
労
働
省
に
科
研
費
以
外
の

補
助
金
の
要
求
、企
業
へ
の
協
賛（
寄

付
）
金
依
頼
、
有
料
オ
プ
シ
ョ
ン
機

能
の
追
加
な
ど
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
ス
テ
ン
ト
グ
ラ
フ
ト
実
施
基

準
管
理
委
員
会

平
成
25
年
度
学
会
運
営
補
助
金
の

依
頼
が
あ
り
支
払
う
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

（
３
）
4
学
会
合
同
体
外
循
環
技
術

認
定
士
及
び
4
学
会
1
研
究
会
合
同

人
工
心
臓
管
理
技
術
認
定
士
委
員
会

上
記
2
委
員
会
の
２
０
１
３
年
活

動
報
告
書
及
び
決
算
書
が
報
告
さ
れ

た
。

（
４
）
医
療
技
術
の
評
価
（
案
）

今
回
は
、
呼
吸
器
系
で
は
胸
膜
肺

全
摘
術
、
拡
大
胸
腺
摘
除
術
、
縦
隔

悪
性
腫
瘍
手
術
な
ど
、
食
道
は
胸
腔

鏡
下
食
道
悪
性
腫
瘍
切
除
術
及
び
非

開
胸
食
道
抜
去
術
、
心
臓
は
再
手
術

及
び
総
肺
静
脈
還
流
異
常
症
手
術
を

連
名
で
提
出
し
て
い
る
。

（
５
）
補
助
人
工
心
臓
治
療
関
連
学

会
協
議
会

２
０
１
３
年
12
月
に
行
わ
れ
た
議

事
録
が
資
料
と
し
て
提
出
さ
れ
た
。

前
回
理
事
会
で
実
施
施
設
及
び
実
施

医
の
更
新
条
件
が
厳
し
す
ぎ
る
と
の

意
見
が
だ
さ
れ
た
が
、
更
新
条
件
が

満
た
せ
な
い
場
合
は
新
規
申
請
で
実

施
施
設
資
格
を
維
持
で
き
る
こ
と
と

な
る
。

専
門
医
を
取
得
さ
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
取
得
を
目
指
す
若
手
の
先
生
方
に
、

日
々
感
じ
て
い
る
こ
と
、
将
来
の
目
標
な
ど
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

若
手
医
師
の
立
場
か
ら
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今
回
のN

ew
s Letter

の
大
き
な
話
題
は「
み

ん
な
で
と
ろ
う
イ
ン
パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
（
Ｉ

Ｆ
）」
で
す
。
Ｉ
Ｆ
は
論
文
の
引
用
程
度
の
指

標
で
あ
り
、
個
人
の
論
文
業
績
評
価
に
も
良
く

用
い
ら
れ
ま
す
。
Ｉ
Ｆ
が
高
い
雑
誌
が
必
ず
し

も
良
い
雑
誌
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ

に
質
の
高
い
論
文
が
投
稿
さ
れ
る
た
め
に
は
Ｉ

Ｆ
取
得
が
必
須
で
す
。
Ｉ
Ｆ
取
得
の
た
め
に
ど

の
よ
う
な
努
力
を
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
は

本
文
に
記
載
の
通
り
で
す
が
、
1
） 

既
に
Ｉ
Ｆ

を
獲
得
し
て
い
る
雑
誌
論
文
を
投
稿
す
る
際
に

最
近
（
２
０
１
４
年
以
降
）
の
Ｇ
Ｔ
Ｃ
Ｓ
に
掲

載
さ
れ
た
論
文
を
引
用
す
る
、
2
） 

逆
に
引
用

さ
れ
る
頻
度
の
低
い
症
例
報
告
等
の
論
文
の
Ｇ

Ｔ
Ｃ
Ｓ
で
の
掲
載
数
を
減
ら
す
、
こ
と
が
重
要

で
す
。
会
員
の
皆
さ
ん
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。さ

て
第
２
面
に
は
、
京
都
大
学
呼
吸
器
外

科
教
室
同
門
の
大
先
輩
で
あ
る
北
野
司
久
先
生

が
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
北
野
先
生
は
臨
床
面

で
は
難
治
性
膿
胸
に
対
す
る
「
大
網
法
」
の
パ

イ
オ
ニ
ア
と
し
て
有
名
で
す
が
、
癌
の
基
礎
研

究
に
も
造
詣
が
深
い
先
生
で
す
。
私
も
天
理
よ

ろ
づ
相
談
所
病
院
で
、
臨
床
面
で
の
指
導
を
受

け
る
と
と
も
に
「
研
究
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
を
教
わ

り
そ
の
後
の
私
の
肺
癌
研
究
の
原
点
と
な
り
ま

し
た
。
昨
今
は
、
臨
床
修
練
が
重
視
さ
れ
専
門

医
・
指
導
医

取
得
は
目
指

す
け
れ
ど
も

大
学
院
進
学

等
の
研
究
は

軽
視
さ
れ
る

傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
臨

床
を
高
く
深

く
究
め
る
た

め
に
は
研
究

が
是
非
と
も

必
要
で
す
の

で
、
指
導
的

立
場
に
あ
る

先
生
方
に
は

研
究
の
面
白

さ
や
重
要
性

を
是
非
若
い

先
生
に
伝
え

て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

編
集
後
記

第
31
回
日
本
呼
吸
器
外
科
学

会
総
会
を
平
成
26
年
5
月
29
日

（
木
）、
30
日
（
金
）
に
開
催
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
、

た
い
へ
ん
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

ま
ず
初
め
に
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
未

曾
有
の
大
災
害
か
ら
3
年
以
上

が
経
過
し
て
も
な
お
そ
の
傷
は

癒
え
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
困

難
の
中
に
あ
り
ま
す
。
一
日
も

早
く
平
穏
な
日
常
が
戻
り
ま
す

よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
被
災
地
で
の
活
動
に
携
わ

っ
て
お
ら
れ
る
会
員
諸
氏
に
心

か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。

日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
は
学

会
設
立
か
ら
30
年
を
経
過
し
て

社
会
か
ら
も
認
知
さ
れ
学
会
と

し
て
成
熟
期
に
入
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
学
術
集
会

の
テ
ー
マ
を
『
進
歩
と
飛
躍
の

礎
』
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
呼
吸
器
外
科
は
結
核
外
科

か
ら
肺
癌
外
科
へ
、
拡
大
手
術

か
ら
縮
小
手
術
、
胸
腔
鏡
手
術

へ
、
そ
し
て
肺
移
植
の
実
現
、

と
先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
っ
て

僅
か
な
年
月
で
大
き
く
変
貌
を

遂
げ
、発
展
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
と
ど
め
る
こ

と
な
く
継
続
し
て
ゆ
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
過

去
に
学
び
、
足
元
を
し
っ
か
り

見
据
え
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り

ま
す
。
立
ち
止
ま
る
の
で
は
な

く
、
将
来
に
向
か
っ
て
学
問
も

技
術
も
基
本
を
再
認
識
し
て
進

ん
で
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
回
は
な
る
べ
く
多
く
口

演
、
議
論
で
き
る
よ
う
考
え
ま

し
た
が
、
１
４
０
０
題
以
上
の

多
数
の
演
題
応
募
を
い
た
だ

き
、
や
や
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
な
り
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
３
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
５
の
ほ
か
、
欧
州
胸
部
外

科
学
会（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
）のVenuta

会
長
、
フ
ラ
ン
ス
のFadel

教

授
の
招
請
講
演
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
特
別
講
演
は
今

後
が
注
目
さ
れ
る
外
科
専
門
医

金子 公一
（埼玉医科大学 国際医療センター 呼吸器外科教授）
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科入局。講師、助教授を経て2004年埼玉医科大学
呼吸器外科教授。2007年から現職。
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門馬 久美子
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1979年3月 北里大学医学部 卒業
同年6月 北里大学医学部 消化器内科入局
1984年2月 東京都立駒込病院 内科勤務
1989年4月 北里大学医学部 非常勤講師
1991年6月 東京都立駒込病院 内科医長
2000年4月 東京都立駒込病院 内視鏡科医長
2006年7月 東京都立駒込病院 内視鏡科部長（現職）

趣味：舞台鑑賞　好きな言葉：自分に厳しく

詳細はそれぞれ日本呼吸器外科学会、日本心臓血管外科学会、そして当会の HP をご覧ください。

呼吸器外科サマースクール

▲
 2014 年7月19日（土）・20日（日）  

▲
 神戸医療機器開発センター（MEDDEC）

心臓血管外科サマースクール

▲
 2014 年 8月23日（土）・24日（日）  

▲
 神戸医療機器開発センター（MEDDEC）

今年も開催します！

県
と
対
照
的
で
、
学
会
後
の
息

抜
き
も
十
分
に
期
待
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
多
数
の
皆
様
の
ご

参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上

げ
ま
す
。

制
度
と
Ｎ
Ｃ
Ｄ
に

つ
い
て
外
科
学
会

か
ら
と
呼
吸
器
外

科
学
会
か
ら
の
担

当
者
に
現
状
を
解

説
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
呼
吸
器
外

科
領
域
の
学
問
、
技
術
は
も
ち

ろ
ん
、
制
度
や
教
育
も
含
め
た

多
く
の
問
題
に
つ
い
て
活
発
に

ご
議
論
い
た
だ
き
、
ま
さ
に
進

歩
と
飛
躍
の
礎
に
な
る
よ
う
な

総
会
に
な
り
ま
す
よ
う
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

日
程
と
会
場
の
都
合
で
地
元

の
埼
玉
県
内
で
は
な
く
都
内
で

の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
会
場

は
臨
海
副
都
心
の
お
台
場
で
、

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
を
望
む

潮
風
も
さ
わ
や
か
な
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
で
海
の
な
い
埼
玉

会 
長
　金
子 

公
一（
埼
玉
医
科
大
学 

国
際
医
療
セ
ン
タ
ー 

呼
吸
器
外
科
教
授
）

第
31
回
日
本
呼
吸
器
外
科
学
会
総
会
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会員証について
学術集会の参加には会員証
が必要です。紛失・破損・
汚損や改姓・改名された方
は会員証再発行のお手続き
をお早めに。詳細は学会
HPをご確認ください。

こ
の
度
、
伝
統
あ
る
日
本
食

道
学
会
の
第
68
回
学
術
集
会
を

平
成
26
年
7
月
3
日
（
木
）、

4
日
（
金
）
の
2
日
間
、
東
京

で
開
催
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を
大

変
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

第
68
回
学
術
集
会
の
テ
ー
マ
は

〝D
iagnosis for characteri-

zation, individualization 
for treatm

ent

─
診
断
と
治
療

の
限
界
を
求
め
て
〟
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
食
道
疾
患
に
対

す
る
診
療
は
、
諸
先
輩
の
御
尽

力
に
よ
り
、
症
例
の
特
徴
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
の
診
断
学
が

開
発
さ
れ
、
個
々
の
症
例
の
治

療
効
果
を
最
大
に
す
る
た
め
の

努
力
が
な
さ
れ
、
目
覚
し
い
発

展
と
進
歩
が
成
し
遂
げ
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
、
診
断
技

術
、
治
療
法
に
お
い
て
、さ
ら

な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
学
術
集
会
で
は
、
そ
の

現
状
と
成
果
を
明
ら
か
に
し
、

個
々
の
病
変
を
よ
り
正
確
に
診

断
で
き
る
方
法
は
何
か
、ま
た
、

個
々
の
患
者
に
最
適
・
有
効
な

治
療
と
は
何
か
、
と
い
う
診
断

と
治
療
の
個
別
化
に
主
眼
を
お

き
ま
し
た
。

主
題
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
2
題
、
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
3
題
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
5
題

の
10
題
で
す
。
治

療
方
針
を
決
め
る
上
で
重
要
な

深
達
度
診
断
に
お
い
て
、
日
本

食
道
学
会
拡
大
内
視
鏡
分
類
の

有
用
性
は
？　

深
達
度
診
断
が

難
し
く
病
巣
の
周
在
性
が
広
い

た
め
、
内
視
鏡
治
療
で
は
、
治

療
後
に
食
道
狭
窄
を
起
す
こ
と

が
多
い
表
層
拡
大
型
食
道
癌
に

対
す
る
治
療
戦
略
は
？　

癌
浸

潤
の
程
度
に
よ
り
、
リ
ン
パ
節

転
移
頻
度
が
異
な
る
粘
膜
下
層

癌
で
は
、
深
達
度
や
リ
ン
パ
節

の
診
断
精
度
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
で
治
療
戦
略
は
変
わ
る
の

か
。
Ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｅ 

Ⅱ
、
Ⅲ
食
道

癌
に
対
し
、
鏡
視
下
手
術
が
多

数
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

開
胸
手
術
と
の
予
後
に
差
は
あ

る
の
か
。
化
学
療
法
や
化
学
放

射
線
治
療
が
、
積
極
的
に
行
わ

れ
て
い
る
食
道
癌
に
お
い
て
、

治
療
が
著
効
す
る
病
変
の
特
徴

は
何
か
。
日
本
で
は
、
ま
だ
症

例
数
の
少
な
い
表
在
型
の
バ
レ

ッ
ト
食
道
癌
に
お
け
る
内
視
鏡

診
断
、
リ
ン
パ
節
転
移
の
問
題

を
踏
ま
え
て
の
治
療
方
針
の
選

択
や
長
期
予
後
は
ど
う
か
。
な

ど
、
他
に
も
興
味
あ
る
企
画
を

多
数
立
て
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

内
科
主
催
で
の
初
め
て
の
学
会

で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
先

生
方
に
加
え
、
多
く
の
内
科
の

先
生
方
に
も
ご
参
加
頂
き
、
実

り
多
い
学
術
集
会
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る
東
京
ド
ー
ム
の

横
に
あ
る
ホ
テ
ル
で
、
会
員
の

皆
様
と
食
道
疾
患
に
つ
い
て
熱

い
議
論
が
展
開
出
来
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
願
い
、
ご
挨
拶
の
言

葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

T
he 68th A

nnual M
eeting of the Japan Esophageal S

ociety

会 

長
　門
馬 

久
美
子（
が
ん
・
感
染
症
セ
ン
タ
ー 

都
立
駒
込
病
院 

内
視
鏡
科
部
長
）

第
68
回
日
本
食
道
学
会
学
術
集
会

                                             
に
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広報委員会
田中文啓（産業医科大学第2外科）
1986年 京都大学医学部卒業
1996年 京都大学呼吸器外科助手（2001年講師）
2001年～ 2002年MDアンダーソン癌センター（胸部外科）留学
2005年 兵庫医科大学呼吸器外科助教授
2010年～現職
趣味：サッカー（今は観戦）、読書、旅行
好きな言葉：“青春とは心の若さである”（松下幸之助）


